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ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く

　

漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一
部
改
正 

（
農
林
水
産
経
営
支
援
課
）　
　

一

〇
地
域
森
林
計
画
の
変
更
（
二
件
） 

（
林
業
振
興
課
）　
　

一

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　
　

一

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
薬　

務　

課
）　
　

二

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
に
伴
う
公
告
及
び
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　
　

三

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
三
件
） 
（
建
築
宅
地
課
）　
　

三

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
十
五
号

　

平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
表
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
南
部
地
域
森
林
計
画
を
変

更
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
域
森
林
計
画
の
名
称

　
　

宮
城
南
部
地
域
森
林
計
画
変
更
計
画

二　

縦
覧
場
所

　

 　

宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課
）、
宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
及
び
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務

所
〇
宮
城
県
告
示
第
三
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
北
部
地
域
森
林
計
画
を
変

更
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
域
森
林
計
画
の
名
称

　
　

宮
城
北
部
地
域
森
林
計
画
変
更
計
画

二　

縦
覧
場
所

　

 　

宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課
）、
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
、
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
（
栗

原
地
域
事
務
所
を
含
む
。）、
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
（
登
米
地
域
事
務
所
を
含
む
。）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

地
方
振
興
事
務
所

〇
宮
城
県
告
示
第
三
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）

気
仙
沼
市
及
び
南
三
陸
町

区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
の
唐
桑
支
所
，
気
仙

沼
地
区
支
所
，
大
谷
本
吉

支
所
，
歌
津
支
所
及
び
志

津
川
支
所
の
地
区
）

１
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
す
く
い
網
を
使
用
し
て
メ
ロ
ウ
ド
を

と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業

石
巻
市
及
び
女
川
町
区
域

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

の
女
川
町
支
所
，
北
上
町

十
三
浜
支
所
，
河
北
町
支

所
，
雄
勝
町
東
部
支
所
，

雄
勝
町
雄
勝
湾
支
所
，
寄

磯
前
網
支
所
，
谷
川
支

所
，
網
地
島
支
所
，
表
浜

支
所
，
石
巻
市
東
部
支

所
，
石
巻
地
区
支
所
，
石

巻
湾
支
所
，
牡
鹿
漁
業
協

同
組
合
及
び
石
巻
市
漁
業

協
同
組
合
の
地
区
）

１
 ．
総
ト
ン
数
20ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
す
く
い
網
を
使
用
し
て
メ
ロ
ウ
ド
を

と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
漁
業
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変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

愛
島
名
取
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

名
取
市
飯
野
坂
四
丁
目
四
一
五
番
一
地
先
か

ら同
市
飯
野
坂
一
丁
目
三
五
二
番
四
地
先
ま
で

　

Ａ
前　

　

Ｂ
　

六
・
三
〜

 

八
・
四

四
六
八
・
三
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

一
二
・
〇
〜

 

一
一
〇
・
〇

一
、
二
二
八
・
〇

　

Ａ
後　

　

Ｂ
　

六
・
三
〜

 
八
・
四

四
六
八
・
三

一
四
・
〇
〜

 

四
六
・
五

一
、
二
二
二
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
三
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
金
洗
堰
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

総 

一 
郎　
　
　

一　

就
任
し
た
者　

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

佐
々
木　

金　

彌

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
尾
西
四
十
番
地
二

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

早　

坂　

豊　

弘

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
座
府
六
十
二
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

浦　

山　

太　

吉

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
新
町
北
四
十
四
番

地
十
五

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

伊　

藤　

惠　

一

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
新
町
六
十
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

早　

坂　
　
　

享

加
美
郡
色
麻
町
大
字
上
本
町
四
十
六
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

渡　

邉　

善
之
助

黒
川
郡
大
衡
村
大
瓜
字
四
反
田
四
十
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

遠　

藤　

秀　

悦

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
松
本
三
十
四
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

横　

橋　

幸　

一

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
平
林
九
十
二
番
地

理　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

跡　

部　

昌　

洋

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
上
推
路
三
十
七
番

地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

吉　

田　

耕　

作

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
本
町
一
番
地
一

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

佐
々
木　

金　

彌

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
尾
西
四
十
番
地
二

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

早　

坂　

良　

博

加
美
郡
色
麻
町
大
字
小
原
沢
八
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

堀　

籠　

龍　

哉

黒
川
郡
大
衡
村
大
瓜
字
中
島
四
十
八
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

松　

井　

正　

記

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
本
町
二
十
六
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

渡　

邉　

一　

正

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
小
沓
掛
四
十
八
番

地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

早　

坂　

豊　

弘

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
座
府
六
十
二
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日

高　

橋　

一　

郎

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
松
本
二
番
地

理　

事

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一 　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
（
ペ
ラ
ミ
ビ
ル
水
和
物

百
七
十
四
・
七
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
三
万
四
千
八
百
バ
イ
ア
ル

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

保
健
福
祉
部
薬
務
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日

四 　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

塩
野
義
製
薬
株
式
会
社　

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道

修
町
三
丁
目
一
番
八
号

五　

契
約
金
額　

三
千
七
百
七
十
七
万
七
千
十
七
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
該
当

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
県
営
伊
豆
沼
２
工
区
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成

型
）））
計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
協
議
を
行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、

当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

 　

県
営
伊
豆
沼
２
工
区
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成

型
）））
変
更
計
画
概
要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
栗
原
市
役
所

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日

　

２　

提
出
方
法　

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
長
あ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
七－

〇
五
一
一　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
一
五
〇

－

五

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｅ
ｔ－

ｍ
ｎ
ｎ
ｂ
ｋ
ｔ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
登
米
市
役
所
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
東
田
中
一
丁
目
二
百
三
十
六
番
四
、
二
百
四

十
二
番
十
九
、
二
百
五
十
二
番
二

　

仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
一
丁
目
一
番
五
号

 

有
限
会
社
イ
ン
テ
ム　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
川
内
字
北
川
原
山
二
百
二
十
八
番

四

 

川
崎
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
一
月
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
境
山
一
丁
目
百
一
番
百
三
十
四
、
百

一
番
百
三
十
五
、
百
一
番
百
六
十
五
、
百
一
番
百
六
十
六

　

塩
竈
市
旭
町
二
番
十
七
号
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株
式
会
社
八
島
商
事　
　
　
　
　


